横浜博萌会　横浜いずみ学園
特別避難場所開設マニュアル
平成１９年６月作成

	特別避難場所とは
　特別避難場所は、地域の小学校等に設置された地域防災拠点での避難生活に対応できない、在宅要援護者（災害時要援護者）のための避難場所です。

　横浜市防災計画では、社会福祉施設等を特別避難場所として指定し、食料等の備蓄整備助成を行っています。

・備蓄整備助成を行っている物資

　食料、水、紙おむつ、毛布。


	災害時要援護者とは

　在宅で生活を営み、必用な情報を迅速かつ的確に把握し、災害から自らを守るために安全な場所に避難するなどの災害時の一連の行動をとるのに支援を要する人々を言います。
　おおむね次に掲げるいずれかに該当する方及びこれに準じる援護を必要とする方です。

おおむね６５歳以上の方で

　・寝たきりの状態にある方

　・認知症の方

　・１人暮らしの方

障害（児）者の方で

　・身体障害（児）者

　・知的障害（児）者

　・重度重複障害（児）者

　・精神障害（児）者

児童

　・乳幼児、小学校低学年

負傷者・病弱者

　・怪我をしている者、病弱な者


	特別避難場所となるための事前準備
　施設所在地の区役所と施設の間で「災害時における在宅要援護者のための特別避難場所の協力に関する協定」を締結します。
　協定に基づき、応急備蓄物資を備蓄します。（整備の経費は、横浜市が助成します。）

　各施設では、施設の特性に合わせた防災マニュアルを作成し、防災訓練等を実施します。

　施設職員に、特別避難場所開設マニュアル（このマニュアル）を周知し、災害に備えます。

　震度５弱以上の地震が発生した時には、在宅要援護者が地域防災拠点に避難することが予想されることから、施設長は速やかに施設に参集し、施設の安全確認等を行い、次ページ以降のマニュアル（１～８）に沿って、所定の行動をとるよう努めます。


	１　　施設の被害状況を区本部へ連絡

　　区本部援護班へ連絡

　　　次の事項を、区本部援護班へ連絡します。（様式１の作成）
　　　電話連絡先　戸塚区援護班　ＴＥＬ　０４５－８６６－８３０７
　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　０４５－８８１－０２４１


《連絡する内容》
	施設名
	情緒障害児短期治療施設「横浜いずみ学園」

	施設所在地
	汲沢町９９１番地

	利用者数
	児童　　名

	利用者のけが人の状況
	入所児総数○○名のうち、けが人△名(うち救急搬送□名)

	職員数及びけが人の状況
	参集予定総数○○名のうち△名が参集

けが人△名(うち救急搬送□名)

	建物の被害状況
	倒壊・外壁面損傷・室内破損

ライフライン(電気、水道、ガス、電話)の状況


※電話で連絡するときの読み上げ例
　こちらは「情緒障害児短期治療施設横浜いずみ学園」です。

　施設所在地は「汲沢町991番地」です。

　現在の利用者は「入所○名」、「通所△名」でけが人が□名出ています。
　職員総数○名のうち、現在△名が参集しています。職員にけが人はありません。

　建物の被害状況は「ガスが供給停止」しています。電気、水道、電話は利用可能です。

　連絡事項は以上です。

※電話、ＦＡＸがつながらない時
　災害用伝言ダイヤル「１７１」を活用（案内に沿って伝言）

※電話、ＦＡＸを利用でない時

　区役所まで徒歩（自転車）、又は一番近い防災拠点（汲沢小学校）の無線を利用し区援護班へ連絡
㊟災害用伝言ダイヤル「１７１」とは

　大規模災害時に被災地の電話番号をメールボックスとして、メッセージの録音や再生ができる「声の伝言板」です。安否確認などの被災地への通話が増加し、つながりにくい状況になった場合に提供を開始します。（事前契約は不要で、開始はテレビ、ラジオ等を通じて周知されます。）

	２　　施設運営中の利用者への対応

　災害発生時には、各施設で作成した防災マニュアルに沿って、初期活動を行います。

　（１）入所施設

　　　　原則として、休園措置は取りません。ただし、ライフラインの確保ができないなど、施設の運営を行えない場合は、区本部（援護班）に対して、他施設での利用者の受入を要請します。

　（２）通所施設

　　　①　利用者の安全確保

　　　　　通所等の施設は予め、施設利用中、施設への通園中などの場面に応じて、利用　　

　　　　者の安全確保について手順を決めておきます。

　　　②　家族等への連絡

　　　　　利用者がいる場合は安全の確保確認後、家族等に連絡し、速やかに自宅へ帰します。家族等に連絡が取れない場合、若しくは自力で帰宅できない場合は、家族等と連絡が取れるまで、施設で預かります。


※他施設での受入を要請するときの電話連絡例
　こちらは「情緒障害児短期治療施設横浜いずみ学園」です。

　所在地は「汲沢町９９１番地」です。
　施設建物に被害があり、施設の運営を行うことが困難になっていますので、他施設での受入を希望します。

　現在の利用者数は「入所児○名」「通所児△名」で、職員は□名参集しています。

　施設に移動手段がありませんので、車の手配もお願いします。（又は施設のバスで移動できます）
　以上です。
	３　　特別避難場所の開設

　特別避難場所の開設は、区本部（援護班）からの要請により各施設職員が行います。

　（１）受入場所の確保

　　　　ネバーランドなど、各施設のあらかじめ決められたスペースを、要援護者の受入のために確保します。
　（２）備蓄物資の準備

　　　　食料、水、毛布などの備蓄物資を受入場所に準備します。

　（３）利用者への周知

　　　　施設利用者がいる時は、施設利用者に対して特別避難場所として開設する旨、周知します。

　（４）職員の配置

　　　　参集している職員の中から、特別避難場所としての連絡窓口、要援護者を担当する職員を定めます。


	４　　要援護者の受入れ及び移送

　区援護班から、様式２により要援護者受入の要請があった時には、要請事項を確認し、様式３により回答し、受入が可能な場合は要援護者を施設へ移送します。
　（１）区援護班で移送する場合

　　　　区援護班に、施設周辺の道路の状況を伝えます。到着時間を確認し、受入体制を整えます。

　（２）施設で移送する場合

　　　　施設の自動車の利用が可能であれば、要援護者が生活している地域防災拠点等へ施設から迎えに行きます。

　　　㊟緊急輸送路となる国道等を通行する必要がある場合は、緊急通行（輸送）車両の確認申請が必要です。区援護班に手続きを依頼します。


	５　　要援護者の受入れ
　要援護者を受け入れた時には、様式２により、本人の状況、家族の状況、緊急連絡先などを確認し、避難者カード（様式４）を作成します。

　㊟要援護者に関する情報は、個人情報となるため、その管理については、外部に漏れることのないよう、慎重に取り扱います。


	６　　受入期間
　特別避難場所への緊急的な受入期間は、概ね7日間までとします。




	7　　特別避難場所の運営

　（１）ボランティア等の確保

　　　　特別避難場所となる施設は、日ごろからボランティア等の確保に努めるとともに、災害時における施設の役割について、ボランティアに周知し、協力を求めます。
　（２）物資の確保

　　　　特別避難場所となる施設には、発災後３日間の食料、水、紙おむつ等を備蓄していますが、不足する物資がある時は、援護班に不足する品名、数量等を連絡します。

　（３）地域防災拠点との連絡体制の確保

　　　　区本部から、ＦＡＸ又は電話等により、各特別避難場所へ地域防災拠点と同じ情報が提供されます。




（１）ボランティア等が不足する場合は、各区ボランティアセンター及び援護班にボランティアの派遣を要請します。

（２）連絡手段が確保されていない場合は、地域防災拠点では、物資の配給以外にも、生活に関連した情報の掲示や、ボランティア等による炊き出し、入浴サービスの実施など、避難生活に必要な情報が得られる場合があることから、特別避難場所となる施設は、１日に１回以上、地域防災拠点へ連絡員を派遣し、情報の収集に努めます。

	８　　特別避難場所の解除
　特別避難場所としての運営は、発災後概ね７日間を目安とします。




※通所等の事業は、建物の状況、ライフラインの状況、公共交通機関の運行状況を勘案しながら、できるだけ早期に通常の運営を確保するとともに、入所施設においては措置費の柔軟な適用等によりできる限り要援護者の受入を継続します。継続受入が困難な場合は、他施設受入について、区援護班と調整します。
参　考
施設の概要

	施設名
	情緒障害児短期治療施設　「横浜いずみ学園」

	施設所在地
	「本体」　　戸塚区汲沢町９９１番地　　　　TEL045-871-1511

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX045-865-0653

「ホーム」　戸塚区汲沢町７３４－２番地　　TEL045-871-4437
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX同上
「教育棟」　戸塚区汲沢町８１番地　　　　　TEL045-864-8866

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX同上

	利用者数
	入所児童５３名(うち４名小規模グループケア)
通所児童１３名

	職員数
	常勤職員　　　３１名(うち２名小規模グループケア職員)
非常勤職員　　　４名

参集予定職員　　４名

	建物の構造
	鉄筋コンクリート造　地上２階建
特別避難場所として利用可能スペース　８７㎡(ネバーランド)

身体障害者用トイレ１。家庭用浴室１。

	特別避難場所としての受入可能人数
	１５名
※非常食は常勤職員３０名プラスで４５名分ある。


緊急連絡先
	連絡先名称
	電話番号
	ＦＡＸ番号

	施設長(高田)連絡先
	045-862-3327
090-8104-1699
	

	区災害対策本部援護班
	045-866-8307
090-8851-8822
	045-881-0241

	区災害本部ボランティア班

区ボランティアセンター
	045-866-8307

090-8851-8822
045-866-8434
	045-881-0241
045-862-5980

	地域防災拠点(汲沢小学校)
	045-864-8698
	045-861-2059

	こども青少年局　こども家庭科
	045-671-2394
045-681-0954
	045-681-0925

	
	
	


